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1　は　じ　め　に

岩手県における雑穀を取り入れた特色ある畑作を実現す

るため，機械化体系の確立が必要である。そこで，アマラ

ンサスを高能率・高精度で収穫するコンバインの開発を行っ

た。第1報■）ではアマランサス収穫においてヘッドロスを

低減させるコンバインの改良と成果について報告した。本

報では．アマランサスの収穫時の作物条件とキビ，ソバへ

の適応性が確認されたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試機械：K社製汎用コンバイン（改良型）

（21試験作物及び試験方法（表1）

表1　試験区及び試験条件

試　験　年　度　　　H　8　　H　8　　H　8

試　験　名　　　　　降霜前　　降霜前　　降霜前
上り　下り　上り　下り　上り　下り

作物名　　　　　アマランサス　キ　　ピ　ソ　　バ

機　形　式　名　　　仙紺地型　用AⅧ娘型　仙柑出撃
種　刈　り　幅（cm）　205　　　205　　　205

期　試験年月日　　　平成8年10月柑　平郎年9月2柑　平成8年1剛日
日　試験場所　　　　岩碓試内朗　軽米町　　稚納網
圃　供試面積（a）　　　　　　　30　　　　30

髪圃場の状態　　傾削～4度　傾斜ト2度　餞別～2度
件　雑草発生程度　　　　　無　　　中～多　　　中
作　物　名　　　　アマランサス　　キピ　　　ソバ

作　品　種　名　　　　メキシコ系　二戸在来　岩手中生

物葦植様雲（。Ⅲ）219．。9。．21。7．1
肋両0皿2拉　70皿×5皿2‡立　　散播

粂畏農芸旭川a，微　全刈り79，。＿
件　刈り取り時子実相（％）　－　　15．0　雛一茎菜＝75．6

刈り取り時茎彙水分（％）　67．0

（3）調査項目：作業速度，作業能率，作業精度（損失拉

割合．穀粒口整拉割合）

3　試験結果と考察

（1）高水分アマランサス収穫試験

1）作業能率

子実水分67％，茎葉水分90．2％の高水分アマランサスの

収穫を行った。

作業速度は，収穫物のコンバインへの送り込み状況を見

ながら0．45－0．62m／Sで行い，10a当たり作業時間は17．5

分で圃場作業効率は79．4％であった。

2）作業精度

ヘッドロスは1．1％，2．0％と低く抑えることができたが，

脱穀選別損失は，23．6％，40．6％と高かった。これは，特

に茎葉水分が90％以上と高いため，脱穀部で茎が裁断され

たときに，裁断された茎の表面が茎に含まれていた水分に

覆われ，脱穀された穀粒が茎に付着して排梓口から排出さ

れたものによる損失であった。
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図1穀粒水分と茎葉水分の関係
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茎糞水分は，穀粒水分の低下に比例して低下し（図1）．

穀粒水分の低下によって脱穀選別損失は低下する。特に．

穀粒水分が50％以上では脱穀選別損失は30％程度発生する

が，穀粒水分が50％以下では脱穀選別損失は20％以下に低

下する。このことから－　アマランサスの収穫は．穀粒水分

50％以下の時期を目安に収穫することが必要であると思わ

れた。
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図2　穀柁水分と脱穀選別損失

表2　作業能率と作業精度

作　物　名　　　　　アマランサス　　キピ　　　ソバ

単位　上り　下り　上り　下り　上り　下り

作　業　速　度（m／S）0．45～0．62　0．53－0．56　0．75～0．76
作10a当たり作業時間（分）17．5（100％）24．1（推定値）16．7（推定値）
業　刈り取り（分）】3．9（79．4％）　一
能内旋回・移動（分）3．6（20．6％）　－

率訳排　　出（分）
調　　整（分）0．0（0．0％）　－

作欝■賃目蓋瑠（禁）13二g513二2213二2313：263二号53二号6
刈　り　高　さ（cm）　9】．0　51．5　40．0　40．036．2　49．0

業
全
国
粒
の
内
訳

穀　粒　ロ（％）　56．7　69．5　91．2　94．4　97．2　97．5
損　失　拉（％）　43，3　30，5　8．8　5．6　2．8　2．5

！澤∵：、：：
リ∵ささ∴：」：

40．6　23．6　6．1　3．8　1．6　0．8

2．7　6．9　2．7　1．8　1．2　1．7

0．7　5．8　2．3　1．5　0．3　0．1

2．0　1．1　0．4　1．3　0．9　1．6

穀完全粒（％）　80・8　73．9　57・9　73・9
粒（％）　1，0　　5．0　5．9　　1．0
物（％）　18．2　　21，136．2　　25．1

（2）キビに対する適応性

試験圃場の傾斜度は1～20，雑草発生は中一やや多め

の開場であった。収穫時のキどの生育は，草丈94．2cmで倒

伏は中程度，穀粒水分は15．0％であった。コンバイン設定

は，グレンタンク内の揺動選別網を10mにした。

1）作業能率

作業速度は0．53～0．56m／Sで10a当たり約24分の作業

能率が得られた。キビは，脱拉性が比較的高く，作業速度

を高めて収穫する必要があると思われたが，茎糞の混入も

大きいため，本試験で行った0．5－0．6m／S程度の作業速

度が良いと思われた。

2）作業精度

ヘッドロスを含めた頭部損失で1．8％，2．7％，脱穀選別

損失で3．8％．6．1％と高い精度で収穫することができ，茎

葉のつまりも認められなかった。

（3）ソバに対する適応性

収穫時のソバの生育は，107．1cmと高かったが，倒伏は

少なかった。穀粒水分及び茎葉水分は，あわせて75．6％と

高い条件であった。

1）作業能率

作業速度0．75～0．76m／Sで，10a当たり作業能率16．7

分で作業できた。通常の乾燥した条件での作業速度は1．0

m／S程度以上であるが，送り込み状況等からこの程度の

作業速度にとどまった。

2）作業精度

頭部損失で1．2％－1．7％，脱穀選別損失も0．8％，1．6％

と精度の高い収穫ができた。

4　ま　　と　　め

（1）アマランサスは．穀粒水分50％以下で収穫すると脱

穀選別損失を20％以下に迎えることができる。

（2）キビは作業速度0．53－0．56m／Sで作業能率10a当

たり約24分で作業できた。ヘッドロスを含めた頭部損失で

1．8％，2．7％，脱穀選別損失で3．8％，6．1％と高い精度で

収穫することができた。

（3）ソパは，穀粒水分及び茎葉水分は，あわせて75．6％

と高い条件であったが，作業速度0．75～0．76m／S，10a

当たり作業能率16．7分で作業できた。通常の乾燥した条件

での作業速度は1．0m／S程度以上であるが，送り込み状

況等からこの程度の作業速度にとどまった。
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